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『
続
日
本
紀
』
の
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
周
辺
記
事奥
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は
　
じ
　
め
　
に

　
古
代
日
本
の
国
際
関
係
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
石
母
田
正
の
提
起
し
た

「
東
亜
の
小
帝
国
」
論
が
有
力
な
仮
説
と
し
て
存
在
す
る
。
石
母
田
は
「
日

本
古
代
に
お
け
る
国
際
意
識
に
つ
い
て
ト
古
代
貴
族
の
場
合
－
」
の
論
文
に

お
い
て
、
四
世
紀
以
前
／
五
世
紀
か
ら
九
世
紀
／
一
〇
世
紀
以
降
の
三
時
期

に
区
分
し
、
五
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
日
本
貴
族
の
国
際
意
識
を
「
東
亜
の
小

帝
国
」
の
形
成
に
あ
る
と
論
じ
た
。
国
際
関
係
に
限
定
す
れ
ば
、
「
一
方
で

は
、
朝
鮮
諸
国
家
を
朝
貢
国
と
し
て
隷
属
さ
せ
よ
う
と
試
み
な
が
ら
、
他
方

で
は
そ
れ
ら
と
な
ら
ん
で
中
国
に
朝
貢
す
る
と
い
う
複
合
的
な
支
配
・
被
支

尚

配
の
秩
序
」
と
い
う
関
係
が
「
東
亜
の
小
帝
国
」
の
内
実
で
あ
る
。
な
お
こ

の
論
文
で
は
石
母
田
は
、
支
配
者
つ
ま
り
貴
族
層
の
意
識
を
全
般
の
状
況
か

ら
検
討
し
て
い
る
が
、
そ
の
存
在
の
具
体
相
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。

　
石
母
田
が
そ
の
具
体
的
な
存
在
に
つ
い
て
実
証
し
よ
う
と
し
た
論
文
は
、

「
天
皇
と
『
諸
蕃
』
－
大
宝
令
制
定
の
意
義
に
関
連
し
て
Ｉ
」
で
あ
る
。
こ

の
論
文
は
そ
の
副
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
宝
令
の
制
定
に
上
述
の
貴
族

層
の
国
際
意
識
が
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
か
の
実
証
を
基
本
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
基
本
を
補
強
す
る
た
め
に
『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』

（
以
下
『
続
紀
』
と
略
す
）
な
ど
の
諸
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
史
書
の
諸
記
事
自
体
の
語
る
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
そ
の
も
の
の
検
討

は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
石
母
田
の
依
拠
し
た
主
要
史
料
は
、
大
宝
令
の
条
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文
で
あ
っ
た
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
石
母
田
の
提
起
を
受
け
て
、
さ
ら
に
権
力
者
の
国
際
意
識
の
具
体
的
な
存

在
を
実
証
的
に
検
討
し
た
業
績
は
、
鈴
木
靖
民
の
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
対

外
意
識
－
『
続
日
本
紀
』
朝
鮮
関
係
の
検
討
－
」
で
あ
る
。
鈴
木
は
「
奈
良

時
代
に
お
け
る
朝
鮮
観
を
中
心
と
す
る
対
外
意
識
を
『
続
日
本
紀
』
な
ど
に

よ
っ
て
実
証
的
に
再
検
討
し
、
そ
こ
に
形
成
さ
れ
る
感
覚
・
思
想
の
拠
っ
て

来
た
と
こ
ろ
に
言
及
し
た
い
」
と
論
文
の
目
的
を
述
べ
、
『
続
紀
』
の
対
朝

鮮
関
係
記
事
か
ら
主
要
な
二
三
記
事
を
抽
出
し
て
検
討
を
加
え
た
。
鈴
木
が

検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
「
日
本
古
代
の
支
配
者
層
の
対
朝
鮮
意
識
な

い
し
対
外
意
識
」
で
あ
り
、
そ
う
し
た
巨
視
的
な
視
点
で
『
続
紀
』
に
対
す

る
鈴
木
の
史
料
批
判
は
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
巨
視
的
な
立
場
か
ら
は
正
当
な
鈴
木
の
『
続
紀
』
の
史
料
批
判
も
、
や
や

微
視
的
な
立
場
に
立
て
ば
問
題
が
生
じ
る
。
『
続
紀
』
は
原
史
料
を
羅
列
し

た
史
料
で
は
な
く
、
一
定
の
目
的
に
よ
っ
て
編
纂
の
手
を
加
え
ら
れ
た
、
二

次
的
か
つ
政
治
的
な
色
彩
の
濃
い
史
料
で
あ
る
。
巨
視
的
観
点
か
ら
み
て
日

本
古
代
の
支
配
者
層
に
「
東
亜
の
小
帝
国
」
と
い
っ
た
意
識
か
お
る
と
す
れ

ば
、
必
ず
や
そ
の
意
識
は
『
続
紀
』
の
諸
記
事
を
貫
き
、
そ
の
意
識
に
基
づ

い
て
編
纂
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
か
か
る
や
や
微
視
的
な

分
析
視
角
に
基
づ
け
ば
、
「
東
亜
の
小
帝
国
」
意
識
に
よ
る
記
述
の
歪
み
を

除
外
し
な
け
れ
ば
、
『
続
紀
』
か
ら
は
支
配
者
層
の
持
っ
て
い
た
対
外
意
識

の
具
体
相
が
正
し
く
は
抽
出
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
巨
視
的
な
立
場
か
ら
は
『
続
紀
』
編
者
の
対
外
意
識
が
加
味
さ
れ
た
記
事

を
、
鈴
木
の
よ
う
に
そ
の
ま
ま
支
配
者
層
の
対
外
意
識
と
み
な
す
こ
と
は
可

能
で
あ
る
が
、
や
や
微
視
的
な
観
点
か
ら
は
ま
ず
『
続
紀
』
編
者
の
対
外
意

識
に
よ
る
記
事
の
歪
み
を
是
正
し
な
け
れ
ば
、
支
配
者
の
対
外
意
識
の
具
体

相
が
正
し
く
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
小
稿
で
は
と
う
て
い

そ
の
全
体
を
究
明
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
か
ら
、
問
題
を
ま
ず
『
続
紀
』

の
諸
記
事
に
歪
み
の
あ
る
こ
と
の
検
証
に
し
ぼ
り
、
か
つ
分
析
の
対
象
を
潮

海
国
王
か
ら
日
本
国
工
へ
送
ら
れ
た
国
際
文
書
の
周
辺
記
事
に
限
定
し
、
以

上
に
述
べ
た
方
向
で
具
体
的
な
史
料
批
判
を
行
な
っ
て
み
た
い
。

一
　
主
要
史
料
の
提
示

　
『
続
紀
』
所
載
の
潮
海
使
の
「
方
物
」
（
「
信
物
」
を
含
む
）
の
納
入
に
関
す

る
全
記
事
と
、
後
の
説
明
に
必
要
な
そ
の
周
辺
記
事
を
提
示
し
た
い
。
説
明

の
便
宜
の
た
め
に
、
「
方
物
」
納
入
記
事
ご
と
に
符
号
を
替
え
、
周
辺
記
事

の
あ
る
場
合
に
は
同
一
符
号
に
番
号
を
付
す
こ
と
と
し
た
い
。

Ａ
神
亀
五
年
一
月
一
七
日
条

　
天
皇
御
中
宮
。
高
斉
徳
等
上
其
王
書
井
方
物
。
其
詞
日
。
武
芸
啓
。
山

　
河
異
域
。
国
土
不
同
。
延
聴
風
猷
。
但
増
傾
仰
。
伏
惟
。
大
王
。
天
朝

　
受
命
。
日
本
開
基
。
突
葉
重
光
。
本
枝
百
世
。
武
芸
恭
当
列
国
。
濫
惣

　
諸
蕃
。
復
高
麗
之
旧
居
。
有
扶
余
之
遺
俗
。
但
以
天
崖
路
阻
。
海
流

　
悠
々
。
音
耗
未
通
。
吉
凶
絶
問
。
親
仁
結
援
。
庶
叶
前
経
。
通
使
聘
隣
。

　
始
乎
今
日
。
謹
遣
寧
遠
将
軍
郎
将
高
仁
義
。
游
将
軍
果
毅
都
尉
徳
周
。

　
別
将
舎
航
等
廿
四
人
。
翼
状
。
井
附
詔
皮
三
百
張
奉
送
。
上
宜
雖
賤
。
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『続日本紀』の沿海国王からの国際文書の周辺記事（2∩

用
表
献
芹
之
誠
。
皮
幣
非
珍
。
還
噺
掩
口
之
謂
。
主
理
有
限
。
披
噌
未

期
。
時
嗣
音
徽
。
永
敦
隣
好
。

Ｂ
天
平
一
一
年
ご
一
月
一
〇
日
条

　
潮
海
使
己
称
蒙
等
拝
朝
。
上
其
王
啓
井
方
物
。
其
詞
曰
。
欽
茂
啓
。
山

　
河
杏
絶
。
国
土
急
遥
。
佇
望
風
猷
。
唯
増
傾
仰
。
伏
惟
。
天
皇
。
聖
叡
。

　
至
徳
涸
暢
。
突
葉
重
光
。
沢
流
万
姓
。
欽
茂
恭
継
祖
業
。
濫
惣
如
始
。

　
義
洽
情
深
。
毎
脩
隣
好
。
今
彼
国
使
朝
臣
広
業
等
。
風
潮
失
便
。
漂
落

　
投
此
。
毎
加
優
賞
。
欲
待
来
春
放
廻
。
使
等
貪
前
。
苦
請
乃
年
帰
去
。

　
訴
詞
至
重
。
隣
義
非
軽
。
因
備
行
資
。
即
為
発
遣
。
働
差
若
忽
州
都
督

　
青
要
徳
等
充
使
。
領
広
業
等
令
送
彼
国
。
井
附
大
虫
皮
・
熊
皮
各
七
張
。

　
豹
皮
六
張
。
人
参
三
十
斤
。
密
三
解
進
上
。
至
彼
請
検
領
。

Ｃ
勝
宝
五
年
五
月
二
五
日
条

　
沿
海
使
輔
国
大
将
軍
慕
施
蒙
等
拝
朝
。
井
貢
信
物
。
奏
傅
。
潮
海
王
言
。

　
日
本
照
臨
天
皇
朝
。
不
賜
使
命
。
已
経
十
余
歳
。
是
以
。
遣
慕
施
蒙
等

　
七
十
五
人
。
貴
国
信
物
。
奉
献
閥
庭
。

Ｄ
宝
字
三
年
一
月
三
日
条

　
帝
臨
軒
。
高
麗
使
揚
承
慶
等
貢
方
物
。
奏
曰
。
高
麗
国
王
大
欽
茂
言
。

　
承
聞
。
在
於
日
本
照
臨
八
方
聖
明
皇
帝
。
登
週
天
宮
。
単
号
感
慕
。
不

　
能
黙
止
。
是
以
。
差
輔
国
将
軍
揚
承
慶
。
帰
徳
将
軍
揚
泰
師
等
。
令
資

　
表
文
井
常
貢
物
入
朝
。
〔
続
い
て
「
詔
日
。
高
麗
国
王
遥
聞
先
朝
登
退

天
宮
。
不
能
黙
止
。
使
揚
承
慶
等
来
慰
。
（
後
略
）
」
と
の
日
本
の
詔
が

あ
る
。
〕

Ｅ
Ｉ
宝
字
三
年
一
〇
月
一
八
日
条

　
迎
藤
原
河
清
使
判
官
内
蔵
忌
寸
全
成
。
自
潮
海
却
廻
。
海
中
遭
風
。
漂

　
着
対
馬
。
潮
海
使
輔
国
大
将
軍
兼
将
軍
玄
菟
州
刺
史
兼
押
百
官
開
国
公

　
高
南
申
相
随
来
朝
。
其
中
台
牒
曰
。
迎
藤
原
河
清
使
惣
九
十
九
人
。
大

　
唐
禄
山
先
為
逆
命
。
思
明
後
作
乱
常
。
内
外
騒
荒
。
束
有
平
珍
。
即
欲

　
放
還
。
恐
被
害
残
。
又
欲
勒
還
。
慮
違
隣
意
。
働
放
頭
首
高
元
度
等
十

　
一
人
。
往
大
唐
迎
河
清
。
即
差
此
使
。
同
為
発
遣
。
豊
（
判
官
全
成
等
並

　
放
帰
郷
。
亦
差
此
使
随
往
。
通
報
委
曲
。

Ｅ
２
宝
字
四
年
一
月
五
日
条

　
帝
臨
軒
。
潮
海
国
使
高
南
中
等
貢
方
物
。
奏
日
。
国
王
大
欽
茂
言
。
為

　
献
日
本
朝
遣
唐
大
使
特
進
兼
秘
１
　
監
藤
原
朝
臣
河
清
上
表
井
恒
貢
物
。

　
差
輔
国
大
将
軍
高
南
中
等
。
充
使
入
朝
。
（
続
い
て
「
詔
日
。
遣
唐
大

　
使
藤
原
河
清
久
不
来
帰
。
所
欝
念
也
。
而
高
麗
王
差
南
申
令
饗
河
清
表

　
文
入
朝
。
王
之
款
誠
。
実
有
嘉
焉
」
と
の
日
本
の
詔
が
あ
る
。
）

Ｆ
Ｉ
宝
字
五
年
一
〇
月
二
二
日
条

　
以
武
蔵
介
従
五
位
下
高
麗
朝
臣
大
山
為
遣
高
麗
使
。

Ｆ
２
宝
字
七
年
一
月
三
日
条

　
高
麗
使
王
新
福
貢
方
物
。

Ｆ
３
宝
字
七
年
一
月
七
日
条
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帝
御
閤
門
。
授
高
麗
大
使
王
新
福
正
三
位
。
副
使
李
能
本
正
四
位
上
。

　
判
官
楊
懐
珍
正
五
位
上
。
品
官
着
緋
達
能
信
従
五
位
下
。
余
各
有
差
。

　
賜
国
王
及
使
悟
人
已
上
禄
亦
有
差
。
宴
五
位
已
上
及
蕃
客
。
奏
唐
楽
於

　
庭
。
賜
客
主
五
位
已
上
禄
各
有
差
。

Ｆ
４
宝
字
七
年
一
月
一
七
日
条

　
帝
御
閤
門
。
饗
五
位
已
上
及
蕃
客
。
文
武
百
官
主
典
已
上
於
朝
堂
。
作

　
唐
吐
羅
。
林
邑
。
東
国
。
隼
人
等
楽
。
奏
内
教
坊
踏
歌
。
客
主
主
典
已

　
上
次
之
。
賜
供
奉
踏
歌
。
百
官
人
及
高
麗
蕃
客
綿
有
差
。
高
麗
大
使
王

　
新
福
言
。
李
家
太
上
皇
少
帝
並
崩
。
広
平
王
摂
政
。
年
穀
不
登
。
人
民

　
相
食
（
以
下
、
唐
の
情
勢
か
続
く
が
省
略
）
。

Ｆ
５
宝
字
七
年
二
月
四
日
条

　
太
師
藤
原
恵
美
朝
臣
押
勝
設
宴
於
高
麗
客
。
詔
遣
使
賜
以
雑
色
袷
衣
州

　
櫃
。

Ｇ
Ｉ
宝
亀
三
年
一
月
三
日
条

　
天
皇
臨
軒
。
潮
海
国
使
青
綬
大
夫
壹
万
福
等
貢
方
物
。

Ｇ
２
宝
亀
三
年
一
月
一
六
日
条

　
先
是
。
責
開
潮
海
王
表
無
礼
於
壹
万
福
。
是
日
。
告
壹
万
福
等
日
。
万

　
福
等
。
実
是
潮
海
王
使
者
。
所
上
之
表
。
豊
違
例
無
礼
乎
。
由
茲
不
収

　
其
表
。
万
福
等
言
。
夫
為
臣
之
道
。
不
違
君
命
。
是
以
不
誤
封
函
。
綜

　
用
奉
進
。
今
為
違
例
。
返
却
表
函
。
万
福
等
実
深
憂
慄
。
冊
再
拝
拠
地

　
而
泣
更
中
。
君
者
彼
此
一
也
。
臣
等
帰
国
必
応
有
罪
。
今
已
参
渡
在
於

　
聖
朝
。
罪
之
軽
重
無
敢
所
避
。

Ｇ
３
宝
亀
三
年
一
月
一
九
日
条

　
却
付
潮
海
国
信
物
於
壹
万
福
。

Ｈ
Ｉ
宝
亀
七
年
二
一
月
二
二
日
条

　
潮
海
国
遣
献
可
大
夫
司
賓
少
令
開
国
男
史
都
蒙
等
一
百
八
十
七
人
。
賀

　
我
即
位
。
井
赴
彼
国
王
妃
之
喪
。
比
着
我
岸
。
忽
遭
悪
風
。
柁
折
帆
落
。

　
漂
没
者
多
。
計
其
全
存
。
僅
有
四
十
六
人
。
便
於
越
前
国
加
賀
郡
安
置

　
供
給
。

Ｈ
２
宝
亀
八
年
四
月
二
二
日
条

　
潮
海
使
史
都
蒙
貢
方
物
。
奏
日
。
潮
海
国
王
。
始
白
遠
世
供
奉
不
絶
。

　
又
国
使
壹
万
福
帰
来
。
承
聞
。
聖
皇
新
臨
天
下
。
不
勝
歓
慶
。
登
時
造

　
献
可
大
夫
司
賓
少
令
開
国
男
史
都
蒙
入
朝
。
井
載
荷
国
信
。
拝
奉
天
嗣
。

　
〔
続
い
て
「
詔
日
。
現
神
卜
大
八
洲
国
所
治
ス
天
皇
大
命
ラ
マ
ト
詔
大

　
命
ヲ
聞
食
ト
宣
。
（
後
略
）
」
と
の
日
本
側
の
詔
が
あ
る
。
〕

Ｈ
３
宝
亀
八
年
四
月
二
七
日
条

　
天
皇
臨
軒
。
授
潮
海
大
使
献
可
大
夫
司
賓
少
令
開
国
男
史
都
蒙
正
三
位
。

　
（
中
略
）
。
賜
国
王
禄
。
具
載
勅
書
。
史
都
蒙
已
下
亦
各
有
差
。

１
１
宝
亀
一
〇
年
一
月
五
日
条

　
潮
海
使
張
仙
寿
等
献
方
物
。
奏
曰
。
潮
海
国
王
言
。
聖
朝
之
使
高
麗
朝

　
臣
殿
嗣
等
失
路
漂
着
遠
夷
之
境
。
乗
船
破
損
。
帰
去
無
由
。
是
以
。
造

　
船
二
腔
。
差
仙
寿
等
。
随
殿
嗣
令
入
朝
。
井
載
荷
献
物
。
拝
奉
天
朝
。

１
２
宝
亀
一
〇
年
一
月
七
日
条
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宴
五
位
以
上
及
潮
海
使
仙
寿
等
於
朝
堂
。
賜
禄
有
差
。
詔
潮
海
使
曰
。

潮
海
王
使
仙
寿
等
来
朝
拝
観
。
朕
有
嘉
焉
。
所
以
加
授
位
階
。
兼
賜
禄

物
。

　
潮
海
国
王
か
ら
日
本
国
王
へ
の
国
際
文
書
の
う
ち
、
原
文
の
引
用
と
み
ら

れ
る
形
式
で
記
事
化
さ
れ
て
い
る
例
は
、
『
続
紀
』
の
限
り
で
は
上
引
の

Ａ
・
Ｂ
の
二
例
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
潮
海
か
ら
の
第
一
回
使
節
と
第
二
回

使
節
の
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
引
の
よ
う
に
Ａ
に
は
「
上
其
王
書
井

方
物
。
其
詞
曰
」
に
続
い
て
、
Ｂ
に
は
「
上
其
王
啓
井
方
物
。
其
詞
日
」
に

続
い
て
原
文
書
の
引
用
と
思
わ
れ
る
記
事
が
あ
る
。
し
か
し
潮
海
国
王
か
ら

日
本
国
王
へ
の
文
書
は
Ａ
・
Ｂ
二
通
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
多
数
の

潮
海
使
が
こ
の
種
の
文
書
を
も
た
ら
し
た
が
、
『
続
紀
』
の
限
り
で
は
そ
の

文
書
を
引
用
し
て
記
事
化
し
た
と
み
な
し
う
る
例
は
Ａ
・
Ｂ
二
例
し
か
な
い
。

　
Ａ
・
Ｂ
に
引
用
さ
れ
た
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
に
は
、
潮
海
国
王
か

ら
日
本
国
王
へ
の
贈
呈
品
の
品
名
と
数
量
が
二
例
と
も
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
Ａ
に
「
上
其
王
書
井
方
物
」
と
あ
り
、
Ｂ
に
「
上
其
王
啓
井
方
物
」

と
あ
る
う
ち
の
「
方
物
」
に
相
当
す
る
。
Ａ
に
「
上
其
王
書
井
方
物
」
、
Ｂ

に
「
上
其
王
啓
井
方
物
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
方
物
」
の
納
入
と
潮
海
国
王

か
ら
日
本
国
王
へ
の
国
際
文
書
の
提
出
は
、
Ａ
・
Ｂ
の
場
合
は
同
時
に
行
な

わ
れ
て
い
る
。

　
潮
海
使
が
「
方
物
」
（
な
ら
び
に
「
信
物
」
）
を
納
入
し
た
記
事
は
、
Ｃ
「
井

貢
信
物
」
・
Ｄ
「
貢
方
物
」
・
Ｅ
２
　
「
貢
方
物
」
・
Ｆ
２
「
貢
方
物
」
・
Ｇ
Ｉ

「
貢
方
物
」
・
Ｈ
２
「
貢
方
物
」
・
１
１
「
献
方
物
」
と
七
例
が
あ
る
が
、
そ

れ
ら
は
Ａ
・
Ｂ
に
あ
っ
た
よ
う
な
「
其
王
書
」
や
「
其
王
啓
」
の
提
出
記
事

を
欠
く
。
つ
ま
り
上
述
の
七
例
に
つ
い
て
は
、
潮
海
国
王
か
ら
の
日
本
国
王

へ
の
国
際
文
書
の
提
出
、
し
た
が
っ
て
日
本
側
で
の
正
式
な
受
容
が
、
記
事

化
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
上
掲
史
料
の
「
方
物
」
の
納
入
記
事
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
れ
を
い
く

つ
か
の
群
に
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
上
：
：
井
方
物
」
＝

Ａ
・
Ｂ
／
「
井
貢
信
物
」
＝
Ｃ
／
「
貢
方
物
」
＝
Ｄ
・
Ｅ
２
・
Ｆ
２
・
Ｇ
Ｉ
・
Ｈ

２
／
「
献
方
物
」
＝
Ｉ
Ｉ
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
方
物
」
納
入
記
事
直
後
の
記
載

に
注
目
す
れ
ば
、
「
其
詞
曰
」
と
引
用
形
式
の
記
事
＝
Ａ
・
Ｂ
／
「
奏
悟
」
と

そ
の
内
容
の
み
＝
Ｃ
／
「
奏
日
」
と
そ
の
内
容
に
続
く
日
本
側
の
「
詔
日
」
＝

Ｄ
・
Ｅ
２
・
Ｈ
２
／
記
事
な
し
＝
Ｆ
２
・
Ｇ
Ｉ
／
「
奏
目
」
と
そ
の
内
容
の

み
＝
１
１
で
あ
る
。

　
「
記
事
な
し
」
群
の
Ｇ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
２
に
み
え
る
よ
う
に
「
潮
海

王
表
無
礼
」
で
あ
り
、
Ｇ
３
に
み
え
る
よ
う
に
「
却
付
潮
海
国
信
物
」
と

「
方
物
」
が
返
却
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
異
例
の
書
式
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
）
。

　
Ｆ
２
に
つ
い
て
は
、
前
年
六
月
三
日
条
に
孝
謙
・
道
鏡
が
「
国
家
大
事
賞

罰
二
柄
」
の
掌
握
を
宣
言
し
、
藤
原
仲
麻
呂
・
淳
仁
と
対
立
を
激
化
さ
せ
て

い
る
情
勢
の
下
で
の
記
事
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
Ｆ
２
に
は
潮
海
使

が
誰
に
「
方
物
」
を
納
入
し
た
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ｆ
３
・
Ｆ

４
・
Ｆ
５
な
ど
に
仲
麻
呂
・
淳
仁
が
積
極
的
に
潮
海
使
の
処
遇
に
関
与
し
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
淳
仁
へ
の
納
入
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
謀
反
人

と
し
て
処
分
さ
れ
た
側
へ
の
納
入
記
事
で
あ
る
か
ら
、
例
外
的
な
書
式
と

400-
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な
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

　
さ
ら
に
Ｆ
の
回
の
潮
海
使
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
仲
麻
呂
ら
の
新
羅
征
討

計
画
と
の
密
接
な
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
の
関
係
か
ら
も
例
外

的
な
記
述
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
Ｆ
の
回
に
関
す
る
『
続
紀
』
の

諸
記
事
は
例
外
中
の
例
外
と
し
て
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
外
と
し
、
以
下

に
は
Ｆ
に
関
す
る
分
析
と
論
述
を
省
略
し
た
い
。

　
そ
の
上
で
Ｇ
Ｉ
を
例
外
と
す
れ
ば
、
「
方
物
」
納
入
記
事
の
記
述
法
な
ら

び
に
納
入
記
事
に
続
く
記
述
は
、
Ａ
・
Ｂ
／
Ｃ
／
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｈ
／
Ｉ
の
四
群

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
四
群
の
分
割
の
基
準
が
記
事
の
表
面
的
な

用
字
と
配
列
に
よ
る
こ
と
を
考
え
、
『
続
紀
』
が
編
纂
物
で
あ
る
こ
と
を
合

わ
せ
考
え
れ
ば
、
『
続
紀
』
の
編
纂
区
分
と
群
区
分
が
一
致
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
予
想
が
成
立
す
る
。

　
『
続
紀
』
の
編
纂
区
分
は
次
項
に
述
べ
る
ご
と
く
、
巻
一
か
ら
巻
二
〇
／

巻
二
Ｉ
か
ら
巻
三
四
／
巻
三
五
か
ら
巻
四
〇
と
す
る
の
が
、
通
説
で
も
あ
る

し
妥
当
で
も
あ
る
。
こ
れ
を
上
記
四
群
と
対
応
さ
せ
れ
ば
、
Ａ
（
巻
一
〇
）
・

Ｂ
（
巻
一
三
）
十
Ｃ
（
巻
一
九
）
／
Ｄ
（
巻
二
二
）
・
Ｅ
（
巻
二
二
）
・
Ｇ
（
巻
三

二
）
・
Ｈ
（
巻
三
四
）
／
Ｉ
（
巻
三
五
）
と
区
分
さ
れ
る
。
『
続
紀
』
の
編
纂
区

分
と
、
そ
の
潮
海
使
の
「
方
物
」
納
入
記
事
な
ど
の
表
面
的
な
用
字
や
配
列

に
よ
る
区
分
が
、
あ
る
種
の
一
致
を
み
せ
る
こ
と
は
、
潮
海
使
の
「
方
物
」

納
入
に
ま
っ
わ
る
記
事
が
史
実
の
単
な
る
羅
列
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
編

纂
区
分
毎
に
一
括
し
た
整
理
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
そ
う
す
れ
ば
か
か
る
整
理
は
、
用
字
や
配
列
な
ど
の
記
事
の
表
面
に
と
ど

ま
る
も
の
で
は
な
く
、
「
方
物
」
納
入
に
関
わ
る
各
記
事
の
内
容
に
ま
で
及

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
こ
に
潮
海
関
係
な
ど
の
対

外
関
係
記
事
に
対
す
る
、
『
続
紀
』
の
編
纂
方
針
を
調
べ
て
み
る
必
要
が
生

じ
る
。

二
　
『
続
紀
』
対
外
関
係
記
事
の
編
纂
方
針

　
『
続
紀
』
編
纂
の
具
体
的
な
姿
は
周
知
の
ご
と
く
、
『
続
紀
』
撰
上
の
際
の

二
通
の
上
表
文
を
主
史
料
と
し
て
追
求
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
上
表
文
に
よ
っ

て
、
『
続
紀
』
所
収
の
対
外
関
係
記
事
の
編
纂
方
針
を
み
て
お
き
た
い
。

　
『
続
紀
』
巻
二
Ｉ
か
ら
三
四
（
宝
字
二
年
八
月
か
ら
宝
亀
八
年
一
二
月
）
ま
で

を
撰
上
し
た
際
に
は
、
延
暦
一
三
年
八
月
号
百
の
藤
原
継
縄
ら
の
上
表
文

が
付
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
石
川
名
足
・
上
毛
野
公
大
川
ら
が
詔
に
よ

り
編
纂
し
た
二
〇
巻
の
原
案
が
あ
り
、
そ
れ
を
勅
に
よ
り
再
編
纂
し
て
一
四

巻
と
し
て
撰
上
し
た
。

　
そ
の
再
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
「
以
撮
機
要
」
・
「
以
補
閥
漏
」
・
「
矯
首
尾

之
差
違
」
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
「
若
其
蕃
国
入
朝
。
非
常
制
勅
。
語
関
声
教
。

理
版
勧
懲
。
捻
而
書
之
。
以
備
故
実
」
（
『
類
聚
国
史
』
巻
一
四
七
）
と
の
方
針

が
あ
っ
た
。
「
蕃
国
人
朝
」
は
「
非
常
制
勅
」
に
比
肩
す
る
重
大
事
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
、
「
語
の
声
教
に
関
」
す
る
限
り
、
ま
た
　
「
理
の
勧
懲
に
販

（
＝
帰
）
」
す
る
限
り
は
、
「
徳
（
總
）
じ
て
こ
れ
を
書
」
し
「
以
て
故
実
に

備
」
え
る
方
針
で
あ
っ
た
。

　
巻
二
Ｉ
か
ら
三
四
ま
で
の
上
表
文
か
ら
は
、
「
蕃
国
入
朝
」
に
関
係
す
る

記
事
は
、
「
語
関
声
教
」
・
「
理
版
勧
懲
」
・
「
以
備
故
実
」
の
基
準
に
よ
り
検
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討
が
加
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
採
録
が
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
蕃
国
入
朝
」
に
関
す
る
資
料
が
一
方
で
は
き
わ
め
て
重
大
視
さ
れ
、
他
方

で
は
検
討
・
採
録
の
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
か
ら
は
、
そ
れ

ら
が
記
事
化
さ
れ
る
際
に
編
纂
者
の
手
に
よ
り
、
基
準
に
合
致
す
る
方
向
へ

の
加
筆
あ
る
い
は
改
変
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　
し
か
も
石
川
名
足
ら
の
段
階
で
の
編
纂
方
針
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
名

足
ら
と
藤
原
継
縄
ら
に
巨
視
的
な
意
味
で
の
対
外
意
識
に
重
大
な
相
違
が

あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
同
じ
基
準
で
二
度
に
わ
た

り
加
筆
あ
る
い
は
改
変
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
編
纂
方
針
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
ど
こ
ま
で
そ
れ
が
具

体
化
さ
れ
て
い
る
か
は
、
個
別
の
実
証
的
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

　
『
続
紀
』
の
巻
一
か
ら
二
〇
（
文
武
元
年
か
ら
宝
字
二
年
七
月
）
ま
で
は
、
す

で
に
完
成
進
上
さ
れ
て
い
た
巻
二
Ｉ
か
ら
四
〇
ま
で
と
と
も
に
、
延
暦
一
六

年
二
月
一
三
日
に
進
上
さ
れ
た
。
そ
の
撰
上
に
つ
い
て
の
同
日
の
菅
野
真
道

ら
の
上
表
文
に
は
、
直
接
に
対
外
関
係
の
資
料
に
関
説
す
る
部
分
は
な
い
。

し
か
し
同
上
表
文
に
は
、
桓
武
の
徳
を
讃
え
て
「
遂
使
仁
被
潮
海
之
北
。
栢

種
帰
心
」
と
あ
り
、
「
蕃
国
」
　
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
る
（
『
類
従
国
史
』
巻

一
四
七
）
。
何
よ
り
も
菅
野
真
道
・
秋
篠
安
人
は
、
先
の
巻
二
Ｉ
か
ら
三
四

の
撰
上
に
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
巻
一
か
ら
二
〇
ま
で
の
対

外
関
係
の
記
事
化
も
先
と
同
じ
方
針
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
巻
一

か
ら
二
〇
ま
で
は
、
す
で
に
完
成
し
て
い
た
「
曹
案
」
三
〇
巻
に
石
川
名

足
・
淡
海
三
船
・
当
麻
永
嗣
が
第
二
段
階
の
編
纂
を
加
え
、
さ
ら
に
そ
の
上

に
菅
野
真
道
ら
が
第
三
段
階
の
編
纂
を
加
え
二
〇
巻
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
段
階
の
「
曹
案
」
。
作
成
者
の
対
外
意
識
、
第
二
段
階
の
石
川
名
足
ら

の
対
外
意
識
、
第
三
段
階
の
菅
野
真
道
ら
の
対
外
意
識
は
、
第
一
段
階
と
第

二
段
階
の
時
代
差
に
よ
る
若
干
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
ほ
ぼ
共
通
す
る
と
推

定
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
三
度
に
わ
た
る
編
纂
過
程
で
の
点
検
が
実
施

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
重
視
す
れ
ば
巻
一
か
ら
二
〇
は
、
「
語
関

声
教
」
・
「
理
阪
勧
懲
」
・
「
以
備
故
実
」
の
基
準
が
最
も
厳
し
く
適
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
巻
三
五
か
ら
四
〇
ま
で
に
つ
い
て
は
、
い
つ
完
成
進
上
さ
れ
た
か

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
巻
二
Ｉ
か
ら
三
四
ま
で
と
同
様
に
巻
首
に
藤
原
継

縄
ら
の
「
奉
勅
撰
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
巻
二
Ｉ
か
ら
　
　
一

三
四
ま
で
の
完
成
進
上
後
に
完
成
し
、
追
っ
て
進
上
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
　
　
3
9
8

い
る
・
巻
一
か
ら
二
〇
に
関
す
る
「
曹
案
」
の
再
編
纂
者
で
あ
り
ヽ
巻
二
Ｉ
　
　
　
一

か
ら
三
四
の
原
案
の
編
纂
者
で
も
あ
っ
た
石
川
名
足
は
、
延
暦
七
年
六
月
一

〇
日
死
去
し
、
そ
の
莞
伝
が
巻
三
九
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
名
足
の
仕
事
が

宝
亀
八
年
こ
一
月
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
彼
の
死
去
の
時
点
を
合
わ
せ
考

え
れ
ば
、
宝
亀
九
年
一
月
以
降
の
部
分
は
、
藤
原
継
縄
ら
に
よ
る
一
段
階
の

み
の
編
纂
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
く
、
充
分
な
推
敲
が
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、

い
わ
ば
稿
本
的
性
格
が
強
い
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
上

表
文
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
、
桓
武
天
皇
を
「
今
皇
帝
」
と
記
す
こ
と
な
ど
か

ら
す
れ
ば
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
諸
記
事
は
ま
す
ま
す
稿
本
的
性
格
が

強
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
対
外
関
係
資
料
は
、
巻
三
五
か
ら
四
〇
も
巻
二
Ｉ
か
ら
三
四
ま
で
と
同
様
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の
方
針
で
記
事
化
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
も
の
の
、
や
は
り
完
成
と
進
上
に

つ
い
て
の
事
情
の
相
違
は
考
慮
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
で

は
藤
原
種
継
と
早
良
皇
太
子
の
記
事
の
削
除
・
復
帰
・
再
削
除
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
稿
本
的
性
格
が
あ
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

稿
本
的
性
格
が
指
摘
で
き
る
と
す
れ
ば
、
編
纂
の
基
本
方
針
が
徹
底
し
な

か
っ
た
可
能
性
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
、
『
続
紀
』
の
対
外
関
係
資
料
は
、
「
語
関
声
教
」
・
「
理
販
勧
懲
」
の

限
り
で
総
じ
て
記
さ
れ
「
以
備
故
実
」
す
る
方
針
に
よ
り
記
事
化
さ
れ
て
お

り
、
こ
と
に
巻
二
Ｉ
か
ら
三
四
ま
で
は
そ
の
方
針
が
貫
徹
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
こ
と
、
あ
る
い
は
巻
一
か
ら
二
〇
ま
で
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
徹
底
し
て

い
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
巻
三
五
か
ら
四
〇
は
最
も
方
針
が
貫
徹
さ
れ
に

く
く
、
か
つ
稿
本
的
性
格
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
『
続
紀
』
記
事
の
編
纂
の
基
準
を
念
頭
に
置
き
、
さ
ら
に
石
母

田
や
鈴
木
の
提
起
し
た
貴
族
層
の
巨
視
的
な
対
外
意
識
に
よ
る
歪
み
を
除
去

し
な
け
れ
ば
、
『
続
紀
』
諸
記
事
が
ら
は
真
実
の
対
外
関
係
が
う
か
が
え
な

い
こ
と
に
な
る
。

三
　
巻
一
か
ら
二
〇
の
グ
ル
ー
プ
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）
に
つ
い
て

　
さ
ら
に
本
稿
で
の
『
続
紀
』
諸
記
事
の
分
析
の
前
提
に
つ
い
て
付
言
し
て

お
き
た
い
。
『
続
紀
』
は
一
個
の
編
纂
物
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
そ
の
編
纂
に
使
用
さ
れ
た
原
史
料
が
具
備
し
て
い
た
と
み
る
か
、
あ
る

い
は
具
備
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
か
は
、
実
証
不
可
能
な
領
域
に
属
す
る

問
題
で
あ
る
。
ま
た
原
史
料
が
具
備
し
て
い
た
と
し
て
も
、
具
備
し
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
程
度
が
問
題
と
な
る
か
ら
、
結
局
は
原
史
料
の
具

備
・
不
具
備
は
、
先
験
的
な
前
提
条
件
と
し
て
決
定
し
て
お
く
必
要
か
お
る
。

　
す
で
に
鈴
木
靖
民
は
、
『
続
紀
』
の
編
纂
時
期
に
は
原
史
料
と
し
て
の

「
国
書
」
あ
る
い
は
そ
の
お
も
か
げ
を
伝
え
る
記
録
は
、
具
備
し
て
い
な

か
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
鈴
木
の
よ
う
に
想
定
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
り
、
絶
え
ず
そ
の
可
能
性
は
念
頭
に
お
く
必
要
は
あ
る
。
し
か
し
本

稿
の
よ
う
に
『
続
紀
』
を
一
個
の
編
纂
物
と
み
な
す
分
析
視
角
を
強
調
す
る

場
合
に
は
、
具
備
し
て
い
な
い
（
つ
ま
り
偶
然
に
残
存
し
た
）
こ
と
を
重
視
す

る
の
で
は
な
く
、
原
史
料
が
具
備
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
記
事
の
偏

在
を
も
必
然
と
し
て
分
析
す
る
必
要
か
お
る
。
本
稿
の
ご
と
き
分
析
視
角
を

と
る
場
合
に
、
原
史
料
の
偏
在
に
よ
る
『
続
紀
』
記
事
の
偏
在
説
を
無
視
し

て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
も
、
分
析
視
角
に
よ
る
前
提
の
相
違
と
い
う
以
外
に

は
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
前
掲
の
諸
史
料
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
（
巻
一
か
ら
二
〇
）

／
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｇ
・
Ｈ
（
巻
二
Ｉ
か
ら
三
四
）
／
Ｉ
（
巻
三
五
か
ら
四
〇
）
と
区
分

し
て
、
史
料
批
判
を
行
な
う
必
要
か
お
る
が
、
こ
こ
で
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

　
Ａ
・
Ｂ
に
引
用
さ
れ
た
潮
海
国
王
か
ら
日
本
国
王
へ
の
国
際
文
書
は
、
Ａ

「
武
芸
啓
」
・
Ｂ
「
欽
茂
啓
」
と
は
じ
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
名
か
ら
は
じ
ま
る

か
、
「
某
啓
」
の
よ
う
に
は
じ
ま
る
文
書
は
、
別
の
部
分
に
称
号
（
身
分
）

や
名
が
記
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
宝
亀
三
年
二
月
二
八
日
条
の
日
本

国
王
か
ら
潮
海
国
王
へ
の
国
際
文
書
は
、
同
回
の
潮
海
国
王
か
ら
の
「
来

-397-
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書
」
は
　
「
日
下
不
注
官
品
姓
名
」
　
で
あ
り
、
「
書
尾
虚
陳
天
孫
僣
号
」
　
で

あ
っ
た
と
潮
海
を
責
め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
Ａ
・
Ｂ
の
回
の
沿
海
国

王
か
ら
の
国
際
文
書
に
も
ど
こ
か
に
、
日
付
と
官
品
姓
名
あ
る
い
は
自
称
号

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
宝
亀
三
年
二
月
二
八
日
条
は
、
神
亀
四
年
来

国
の
潮
海
使
を
派
遣
し
た
潮
海
国
王
（
Ａ
に
ま
っ
わ
る
も
の
）
を
、
「
左
金
吾

衛
大
将
軍
潮
海
郡
王
」
と
記
す
。
こ
の
称
号
は
Ａ
に
関
す
る
諸
記
事
に
は
み

え
な
い
も
の
で
、
お
そ
ら
く
Ａ
に
引
用
さ
れ
た
潮
海
国
王
の
国
際
文
書
の
ど

こ
か
に
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
や
Ｂ
の
引
用
部
分
に
は
そ
う
し

た
も
の
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
引
用
史
料
に
み
ら
れ
る
と
う
り
で
あ

る
。

　
つ
ま
り
Ａ
・
Ｂ
は
厳
密
に
い
え
ば
、
潮
海
国
王
の
「
啓
」
文
書
の
全
体
が

引
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
は
さ
さ
い
な
書
式
の
問
題

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
書
式
を
め
ぐ
っ
て
日
本
側
は
し
ば
し
ば
潮

海
と
対
立
を
起
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
上
の
宝
亀
三
年
二
月
二
八
日
条
も

「
今
省
来
書
。
頓
改
父
道
」
と
沿
海
を
責
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
対
立
の
焦

点
で
あ
る
書
式
の
全
体
を
正
確
に
引
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
も
ど
こ
ま
で
全
体
を
正
確
に
引
用
し
て
い
る
か
と
い
う
疑
問

を
惹
起
す
る
。
し
か
し
こ
の
疑
問
へ
の
こ
れ
以
上
の
論
及
は
、
主
観
的
判
断

に
陥
る
可
能
性
が
強
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
疑
問
も
あ
る
と
い
う
指

摘
に
と
ど
め
て
お
き
、
一
応
は
引
用
内
容
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
大
幅
な
改
変

が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
て
、
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
潮
海
国
王
か
ら
日
本
国
王
へ
の
文
書
が
Ａ
・
Ｂ
の
ご
と
く
「
啓
」
形
式
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
井
正
敏
は
『
大
唐
創
業
起
居
注
』
巻
一
に
よ
り

「
啓
」
は
下
達
上
の
意
義
を
持
つ
と
し
、
山
田
英
雄
は
唐
代
の
書
儀
と
の
関

連
を
考
察
し
た
。
両
者
と
も
に
日
本
国
内
の
「
啓
」
形
式
の
例
に
つ
い
て
の

論
及
が
な
い
が
、
日
本
が
「
啓
」
形
式
の
文
書
を
受
け
取
っ
た
と
す
れ
ば
、

必
ず
や
そ
れ
は
国
内
で
の
同
形
式
の
文
書
と
対
比
さ
れ
て
評
価
さ
れ
た
は
ず

で
あ
る
。

　
『
続
紀
』
宝
亀
元
年
一
〇
月
八
日
条
に
は
「
先
是
。
去
九
月
七
日
。
右
大

臣
従
二
位
兼
中
衛
大
将
勲
二
等
吉
備
朝
臣
真
備
上
啓
。
乞
骸
骨
日
。
（
中
略
）

謹
詣
春
宮
路
左
。
奉
啓
陳
乞
。
以
聞
」
と
あ
り
、
続
く
部
分
に
は
「
至
是
。

詔
報
日
。
昨
省
奉
表
」
と
あ
る
。
致
仕
を
請
う
文
書
に
「
啓
」
形
式
を
使
用

し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
表
」
の
形
式
に
合
致
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
潮
海
国
王
の
「
啓
」
も
形
式
が
整
え
ば
、
「
表
」
つ
ま

り
上
表
文
と
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
も
し

Ａ
・
Ｂ
の
冒
頭
が
「
臣
武
芸
啓
」
・
「
臣
欽
茂
啓
」
な
ど
と
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

上
表
文
と
日
本
側
に
認
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
Ａ
・
Ｂ
は
そ
う
な
っ

て
お
ら
ず
、
上
表
文
形
式
で
は
な
い
（
後
に
詳
述
す
る
）
。

　
沿
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
を
引
用
形
式
で
記
事
化
し
た
Ａ
・
Ｂ
に
比
し
、

Ｃ
は
国
際
文
書
を
引
用
し
た
形
式
で
記
事
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。
Ｃ
は

「
潮
海
使
輔
国
大
将
軍
慕
施
蒙
等
拝
朝
。
井
貢
信
物
。
奏
悟
。
潮
海
国
王
言
。

日
本
照
臨
天
皇
朝
」
と
、
潮
海
使
の
「
奏
」
と
し
て
記
事
化
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
に
酷
似
す
る
形
式
で
記
事
化
さ
れ
て
い
る
例
は
新
羅
使
に
も
み
ら
れ
、
勝

宝
四
年
六
月
一
四
日
条
に
「
新
羅
王
子
金
泰
廉
等
拝
朝
。
井
貢
調
。
因
奏
曰
。

新
羅
国
王
言
。
日
本
照
臨
天
皇
朝
廷
（
後
略
）
」
と
あ
る
。
新
羅
と
の
交
渉

は
本
稿
の
対
象
外
な
の
で
論
証
は
省
略
す
る
が
、
新
羅
国
王
か
ら
日
本
国
王

－396－
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へ
の
国
際
文
書
は
、
こ
の
時
期
に
は
み
ら
れ
な
い
。

　
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
と
潮
海
使
の
「
奏
」
と
の
関
係
は
、
関
係
史

料
の
多
い
次
項
で
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
Ｃ
に
は
潮
海
国
王
か
ら

の
国
際
文
書
が
な
ぜ
、
Ａ
や
Ｂ
の
よ
う
に
引
用
形
式
で
記
事
化
さ
れ
な
か
っ

た
か
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　
Ｃ
の
潮
海
使
の
帰
国
に
関
す
る
記
事
は
、
次
掲
の
ア
で
あ
る
。

　
ア
勝
宝
五
年
六
月
八
日
条

　
　
慕
施
蒙
等
還
国
。
賜
璽
書
曰
。
天
皇
敬
開
潮
海
国
王
。
朕
以
寡
徳
。
虔

　
　
奉
宝
図
。
亭
毒
黎
民
。
照
臨
八
極
。
王
僻
居
海
外
。
遠
使
入
朝
。
丹
心

　
　
至
明
。
深
可
嘉
尚
。
但
省
来
啓
。
無
称
臣
名
。
価
尋
高
麗
旧
記
。
国
平

　
　
之
日
。
上
表
文
云
。
族
惟
兄
弟
。
義
則
君
臣
。
或
乞
援
兵
。
或
賀
践
祚
。

　
　
修
朝
聘
之
恒
式
。
効
忠
款
之
懇
誠
。
故
先
朝
善
其
貞
節
。
待
以
殊
恩
。

　
　
栄
命
之
隆
。
日
新
無
絶
。
想
所
知
之
。
何
仮
二
一
言
也
。
由
是
。
先
廻

　
　
之
後
。
既
賜
勅
書
。
何
其
今
歳
之
朝
。
重
無
上
表
。
以
礼
進
退
。
彼
此

　
　
共
同
。
王
熟
思
之
。
季
夏
甚
熱
。
比
無
恙
也
。
使
人
今
還
。
指
宣
往
意
。

　
　
井
賜
物
如
別
。

こ
の
記
事
の
「
璽
書
」
は
日
本
国
王
か
ら
沿
海
国
王
へ
の
国
際
文
書
で
あ
り
、

本
稿
の
対
象
外
で
あ
る
の
で
、
詳
し
い
内
容
の
検
討
は
避
け
た
い
。
簡
単
に

そ
の
内
容
を
み
る
と
、
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
が
「
無
称
臣
名
」
で
あ

り
、
そ
れ
は
「
高
麗
旧
記
」
の
「
上
表
文
」
の
「
義
則
君
臣
」
と
し
て
「
修

朝
聘
之
恒
式
」
と
し
て
き
た
こ
と
に
相
違
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
「
先
廻

之
後
」
の
「
既
賜
勅
書
」
に
指
摘
し
た
の
に
、
「
何
其
今
歳
之
朝
」
に
「
重

無
上
表
」
で
あ
る
の
か
と
、
潮
海
国
王
を
責
め
て
い
る
。
つ
ま
り
Ｂ
は
上
表

文
形
式
で
は
な
い
と
日
本
側
は
認
識
し
て
お
り
、
同
形
式
の
Ａ
も
ま
た
上
表

文
形
式
で
は
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
Ｂ
の
回
以
降
日
本
国
王
は
潮
海
国

王
に
、
「
臣
名
」
を
明
記
し
た
上
表
文
形
式
に
よ
る
国
際
文
書
を
、
強
く
要

求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
Ａ
・
Ｂ
が
上
表
文
形
式
で
な
い
こ
と
は
既
述
の
と
う
り
で
、
Ｃ
の
潮
海
使

の
も
た
ら
し
た
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
も
ま
た
、
「
重
無
上
表
」
と
あ

る
よ
う
に
上
表
文
形
式
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
側
は
前
回
（
Ｂ
に
相
当
）
に

「
勅
書
」
で
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
は
上
表
文
形
式
に
よ
る
こ
と
を
要

求
し
た
の
に
、
ま
た
も
や
潮
海
国
王
か
ら
は
上
表
文
形
式
に
よ
ら
な
い
国
際

文
書
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
日
本
側
の
「
上
表
」
の
要
求
の
政
策
か
ら
み
て
、

「
上
表
」
な
ら
ざ
る
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
正
式
の
受
容
は
、
で
き

れ
ば
避
け
た
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
り
と
て
国
際
文
書
の
形
式
上
の

理
由
だ
け
で
断
交
に
い
た
る
と
す
れ
ば
、
新
羅
の
場
合
に
は
こ
の
時
期
に
は

国
王
か
ら
の
国
際
文
書
自
体
が
な
い
の
に
交
渉
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら

し
て
も
、
不
都
合
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
は
、
正

式
の
受
容
の
形
で
は
記
録
し
な
い
こ
と
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
Ｃ

の
ご
と
き
記
事
形
式
が
、
案
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
正
式
の
受
容
の
形
で
は
記
録
し
な
い
と
い
う
場
合
、
記
録
の
背
後
で
は
正

式
に
受
容
し
た
の
か
、
し
な
か
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
潮
海
国
王
か
ら

の
国
際
文
書
を
「
潮
海
王
表
無
礼
」
と
し
て
、
潮
海
使
に
「
表
函
」
を
返
却

し
よ
う
と
し
た
例
か
Ｇ
２
で
あ
る
。
Ｇ
２
に
「
不
収
其
表
」
と
明
記
す
る
と

こ
ろ
か
ら
み
て
、
上
表
文
形
式
に
よ
ら
な
く
と
も
「
無
礼
」
で
は
な
い
場
合

は
、
「
収
」
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
Ｃ
の
場
合
も
、
潮
海
国
王
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か
ら
の
国
際
文
書
が
「
上
表
」
な
ら
ざ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
日
本
側
の
不
快

は
あ
っ
て
も
、
ア
に
は
「
不
収
」
の
処
置
を
取
っ
た
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
収
」
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
正
式
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

Ｃ
は
Ａ
や
Ｂ
と
同
様
に
「
上
其
王
書
井
方
物
」
や
「
上
其
王
啓
井
方
物
」
と

い
う
記
事
化
が
な
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
Ｃ
に
は
「
収
」
さ

れ
た
は
ず
の
「
其
王
書
（
啓
）
」
に
関
す
る
記
述
は
ま
っ
た
く
な
く
、
「
井
貢

信
物
。
奏
傅
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
潮
海
側
の
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
い
か
に
日
本
側
が
不
快
で
あ
れ
、

日
本
側
に
「
収
」
さ
れ
た
国
際
文
書
は
、
公
式
に
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

結
局
、
日
本
側
が
ど
う
記
録
し
よ
う
と
、
正
式
の
受
容
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
当
時
の
権
力
が
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
記
録
す
る
か
し
な
い
か
は
日
本
国
内
に
向
け
て
の
配
慮
の
問
題
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
事
実
と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
は
Ｃ
の
場
合
も
、
Ａ
や
Ｂ
と
同
様
に
潮
海
国

王
か
ら
の
国
際
文
書
の
提
出
と
方
物
の
納
入
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
記
録

す
る
段
階
で
、
日
本
国
内
に
向
け
て
「
上
表
」
な
ら
ざ
る
国
際
文
書
の
正
式

受
容
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
国
際
文
書
の
提
出
＝
受
容
の

記
録
を
省
略
し
た
。
な
お
使
者
の
「
奏
」
が
実
際
に
行
な
わ
れ
た
か
ど
う
か

は
、
次
項
で
検
討
す
る
が
、
実
際
に
行
な
わ
れ
た
国
際
文
書
の
提
出
＝
受
容

が
Ｃ
に
省
略
さ
れ
た
の
は
、
第
一
項
に
述
べ
た
『
続
紀
』
　
の
編
纂
基
準
の

「
以
備
故
実
」
な
ど
が
、
強
く
働
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
Ａ
・
Ｂ
は
と
も
に
「
上
表
」
な
ら
ざ
る
国
際
文
書
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
が
Ｃ
と
は
異
な
り
原
文
書
の
引
用
形
式
で
記
事
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、

Ａ
が
武
芸
（
武
王
）
の
日
本
へ
の
最
初
の
国
際
文
書
で
あ
り
、
Ｂ
が
欽
茂

（
文
王
）
の
そ
れ
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
文
王
の
在
位
は
七
九
四
年
（
延

暦
一
三
）
ま
で
で
、
『
続
紀
』
の
収
録
末
年
を
越
え
て
い
る
。

四
　
巻
二
Ｉ
か
ら
三
四
の
グ
ル
ー
プ
（
ｎ
・
Ｅ
・
Ｇ
・
Ｈ
）
に
つ

い

て

　
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｇ
・
Ｈ
に
つ
い
て
は
、
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
を
引
用
し

た
例
は
一
例
も
な
く
、
ま
た
同
文
書
の
提
出
を
直
接
記
述
し
た
例
も
な
い
。

第
一
項
に
み
た
よ
う
に
例
外
で
あ
る
Ｇ
を
除
い
て
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｈ
の
す
べ
て
が
、

「
貢
方
物
。
奏
曰
」
の
形
式
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
は
「
奏
曰
」
の
伴

わ
な
い
例
外
記
事
で
あ
る
が
、
「
奏
日
」
が
伴
わ
な
い
理
由
を
考
え
て
み
た

い
。

　
宝
亀
三
年
一
月
三
日
Ｇ
Ｉ
の
よ
う
に
、
潮
海
使
は
「
貢
方
物
」
を
し
た
。

一
月
一
六
日
Ｇ
２
の
よ
う
に
「
是
日
」
潮
海
使
が
「
所
上
之
表
」
は
「
違
例

無
礼
」
で
あ
り
「
由
茲
不
収
其
表
」
と
潮
海
使
に
告
げ
た
が
、
「
先
是
」
に

す
で
に
潮
海
使
に
対
し
て
「
潮
海
王
表
無
礼
」
を
「
責
問
」
し
て
い
る
。
一

旦
Ｇ
Ｉ
で
受
領
さ
れ
た
「
方
物
」
は
、
Ｇ
３
の
よ
う
に
一
月
一
九
日
「
潮
海

国
信
物
」
と
し
て
潮
海
使
に
返
却
さ
れ
た
。

　
も
し
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
提
出
（
Ｇ
２
の
「
表
」
の
「
所
上
」
）

が
「
貢
方
物
」
に
先
行
す
る
も
の
な
ら
、
提
出
さ
れ
た
国
際
文
書
を
受
容
し

た
段
階
で
無
礼
か
ど
う
か
が
判
断
さ
れ
る
か
ら
、
Ｇ
Ｉ
の
ご
と
き
「
貢
方

物
」
だ
け
の
儀
式
は
行
な
わ
れ
な
い
。
「
貢
方
物
」
の
事
後
に
国
際
文
書
の

提
出
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
Ａ
・
Ｂ
の
よ
う
に
国
際
文
書
に
贈
呈
品
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（
「
方
物
」
・
「
信
物
」
）
の
品
目
・
数
量
が
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
あ
り
え
な
い

し
た
が
っ
て
Ｇ
２
の
「
先
是
」
と
は
、
「
貢
方
物
」
と
同
時
の
国
際
文
書
の

提
出
時
以
降
の
あ
る
時
点
で
あ
り
、
や
は
り
Ｇ
の
場
合
も
Ａ
・
Ｂ
の
例
と
同

様
に
、
国
際
文
書
と
「
方
物
」
の
提
出
は
同
時
で
あ
っ
た
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｇ
か

ら
し
て
国
際
文
書
の
提
出
と
「
貢
方
物
」
と
は
同
時
の
行
為
で
あ
り
、
Ｃ
の

場
合
の
「
井
貢
信
物
。
奏
傅
」
に
つ
い
て
述
べ
た
の
と
同
じ
く
、
Ｇ
Ｉ
の

「
貢
方
物
」
記
事
に
は
、
実
際
に
行
な
わ
れ
た
国
際
文
書
の
提
出
に
関
す
る

記
述
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
み
ざ
る
を
え
な
い
。

　
正
規
の
潮
海
使
の
も
た
ら
し
た
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
を
、
「
無
礼
」

と
し
て
返
却
し
よ
う
と
し
た
例
は
、
『
続
紀
』
の
限
り
で
は
Ｇ
の
Ｉ
例
の
み

で
あ
る
。
Ｇ
以
外
の
場
合
に
は
「
貢
方
物
」
（
Ｃ
「
貢
信
物
」
・
Ｉ
「
献
方
物
」
）

に
は
、
す
べ
て
「
奏
曰
」
（
Ｃ
「
奏
儒
」
）
が
付
属
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
を
受
容
し
た
際
に
は
「
奏
曰
」
（
「
奏
儒
」
）
の
記

載
が
あ
り
、
受
容
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
「
奏
曰
」
の
記
載
が
な
い
と
い
う

見
通
し
が
え
ら
れ
る
。
Ｇ
Ｉ
に
「
奏
曰
」
記
事
が
な
い
理
由
は
、
一
応
は
そ

う
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
だ
と
す
れ
ば
潮
海
使
は
、
必
ず
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
を
持
参

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
を
要
す
る
。
ま
ず
潮
海

国
王
か
ら
の
国
際
文
書
を
持
参
し
た
こ
と
が
確
実
な
例
を
あ
げ
よ
う
。

　
Ａ
・
Ｂ
は
同
文
書
が
引
用
形
式
で
記
事
化
さ
れ
て
お
り
、
Ｃ
は
ア
に
「
来

啓
」
と
あ
り
、
潮
海
使
が
同
文
書
を
持
参
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
Ｄ
は
文
中
に
「
令
裔
表
文
」
と
あ
り
、
同
文
書
の
存
在
は
確
認
で
き
る
。

　
Ｇ
は
Ｇ
２
に
「
潮
海
王
表
無
礼
」
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
持
参
し
た
こ

と
は
疑
え
な
い
。

　
以
上
の
五
例
が
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
を
持
参
し
た
確
実
な
例
で
あ

る
。

　
以
上
の
五
例
に
共
通
す
る
特
色
を
、
周
辺
記
事
に
求
め
て
み
た
い
。

　
Ａ
の
潮
海
使
に
対
し
て
は
神
亀
五
年
四
月
一
六
日
条
に
「
勤
賜
其
王
璽
書

曰
」
と
し
て
、
「
天
皇
敬
開
潮
海
郡
王
」
に
は
じ
ま
る
日
本
国
王
か
ら
潮
海

国
王
へ
の
国
際
文
書
が
、
原
文
書
の
引
用
の
形
式
で
記
事
化
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｂ
に
つ
い
て
は
ア
の
文
中
に
「
先
廻
之
後
。
既
賜
勅
書
」
と
あ
る
よ
う
に
、

潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
に
対
応
す
る
日
本
国
王
か
ら
の
国
際
文
書

（
「
勅
書
」
）
が
あ
っ
た
。

　
Ｃ
の
潮
海
使
に
対
し
て
は
ア
と
し
て
掲
げ
た
よ
う
な
、
原
文
書
の
引
用
形

式
で
の
日
本
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
記
事
が
あ
る
。

　
Ｄ
に
つ
い
て
は
宝
字
三
年
二
月
一
日
条
に
「
賜
局
麗
王
書
日
」
と
し
て
、

原
文
書
の
引
用
形
式
で
の
日
本
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
記
事
か
お
る
。

　
Ｇ
に
つ
い
て
は
宝
亀
三
年
二
月
二
八
日
条
に
「
賜
潮
海
王
書
云
」
と
し
て
、

原
文
書
の
引
用
形
式
で
の
日
本
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
記
事
か
お
る
。

　
こ
の
よ
う
に
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
存
在
が
確
実
な
五
例
に
対
し

て
は
、
例
外
な
く
日
本
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
が
存
在
す
る
。

　
日
本
国
王
か
ら
潮
海
国
王
へ
の
国
際
文
書
が
引
用
形
式
で
記
事
化
さ
れ
て

い
る
例
は
、
以
上
の
五
例
だ
け
で
は
な
い
。
Ｈ
に
関
係
し
て
は
宝
亀
八
年
五

月
二
三
日
条
に
、
原
文
の
引
用
形
式
で
の
記
事
が
あ
る
。
さ
ら
に
Ｉ
に
関
係

し
て
は
宝
亀
一
〇
年
二
月
二
日
条
に
「
潮
海
使
還
国
。
賜
其
王
璽
書
。
井
附

信
物
」
と
あ
り
、
引
用
形
式
で
は
記
事
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
日
本
国
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王
か
ら
の
国
際
文
書
の
存
在
は
確
実
で
あ
る
。
Ｈ
・
Ｉ
の
場
合
に
は
『
続

紀
』
記
事
か
ら
は
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
が
、

日
本
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
が
対
応
す
べ
き
対
象
と
し
て
、
潮
海
国
王
か
ら

の
国
際
文
書
が
存
在
し
た
と
推
定
で
き
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｇ
に
は
確
実
に
、
Ｈ
・
Ｉ
に
は
推
定

と
し
て
、
潮
海
国
王
か
ら
日
本
国
王
へ
の
国
際
文
書
が
存
在
し
、
そ
れ
に
対

応
す
る
日
本
国
王
か
ら
潮
海
国
王
へ
の
国
際
文
書
も
存
在
す
る
。

　
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｉ
の
う
ち
、
Ａ
・
Ｂ
に
は
潮
海
国
王
か
ら

の
国
際
文
書
の
提
出
が
記
事
化
さ
れ
て
い
る
が
、
潮
海
使
の
「
奏
曰
」
な
ど

の
記
事
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
Ｉ
に
は
、
沿
海
国
王
か
ら
の

国
際
文
書
の
提
出
は
記
事
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
沿
海
使
の
「
奏
日
」
（
Ｃ

「
奏
悟
」
）
記
事
が
付
属
す
る
。
Ｇ
に
の
み
「
奏
日
」
記
事
が
な
い
の
は
、
や

は
り
沿
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
が
日
本
側
に
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
と

結
論
で
き
る
。
つ
ま
り
沿
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
を
受
容
し
た
場
合
に
は
、

必
ず
「
奏
日
」
記
事
が
付
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
で
は
逆
に
「
奏
日
」
記
事
が
あ
れ
ば
必
ず
沿
海
国
王
か
ら
の
国
際
文

書
が
存
在
す
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
検
討
を
要
す
る
。
「
奏
日
」

記
事
が
あ
り
な
が
ら
上
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
Ｉ
の
例
に
入
ら
な
い
、

つ
ま
り
沿
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
存
在
の
確
率
が
低
い
例
は
、
Ｅ
の
場

合
で
あ
る
。
Ｅ
に
関
係
す
る
周
辺
記
事
か
ら
は
、
日
本
国
王
か
ら
の
国
際
文

書
の
存
在
は
推
定
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
存

在
も
推
定
で
き
な
い
が
、
Ｅ
２
に
は
「
奏
曰
」
記
事
か
お
る
。
Ｅ
の
潮
海
使

は
Ｅ
Ｉ
に
引
用
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
潮
海
の
「
中
台
牒
」
を
持

参
し
て
お
り
、
そ
の
「
中
台
牒
」
の
受
容
を
示
す
記
事
が
「
奏
日
」
記
事
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
潮
海
の
「
中
台
牒
」
も
、
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
も
、
と
も
に
潮
海

か
ら
の
国
際
文
書
と
一
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
潮
海
か
ら
の

国
際
文
書
の
提
出
と
日
本
側
の
受
容
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
「
奏
曰
」

（
「
奏
傅
」
）
と
し
て
記
事
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
問
題
と
な
る
の
は
「
奏
曰
」
に
続
く
部
分
の
記
述
形
式
で
あ
る
。
す

で
に
こ
の
問
題
は
山
田
英
雄
に
よ
っ
て
注
意
さ
れ
て
い
る
。
山
田
は
、
Ｃ
・

Ｄ
・
Ｅ
２
・
Ｉ
Ｉ
な
ど
に
「
潮
海
王
言
」
・
「
高
麗
国
王
大
欽
茂
言
」
・
「
国
王

大
欽
茂
言
」
・
「
潮
海
国
王
言
」
な
ど
と
あ
る
の
は
、
正
式
の
「
国
書
」
で
は

な
く
使
者
の
「
奏
」
で
あ
っ
て
、
Ａ
の
「
武
芸
啓
」
と
Ｂ
の
「
欽
茂
啓
」
と
　
　
一

は
、
厳
密
に
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
山
田
の
指
摘
は
き
わ
め
　
　
3
9
2

て
正
し
い
が
、
山
田
は
こ
う
指
摘
し
た
だ
け
で
、
具
体
的
に
そ
れ
を
展
開
し
　
　
一

な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
を
追
求
し
て
み
た
い
。

　
「
奏
僊
」
・
「
奏
日
」
に
続
く
文
言
を
み
る
と
、
上
に
山
田
説
を
紹
介
し
て

触
れ
た
よ
う
に
　
「
潮
海
国
王
言
」
　
な
ど
と
Ｈ
２
を
除
く
例
で
は
、
「
（
某
）

言
」
形
式
の
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
『
続
紀
』
に
は
多
く
の
「
（
某
）
言
」
形

式
の
上
表
文
が
あ
り
、
中
国
で
も
「
（
某
）
言
」
は
上
表
文
の
書
式
で
あ
る
。

た
だ
し
上
表
文
に
は
通
常
は
呈
上
先
を
荘
重
に
讃
え
る
文
言
が
付
属
す
る
が
、

潮
海
国
王
の
「
言
」
以
下
に
は
そ
れ
を
欠
く
例
が
多
い
。

　
こ
の
点
で
は
『
続
紀
』
に
例
の
多
い
例
え
ば
「
越
前
国
言
。
飢
」
（
文
武

二
年
三
月
七
日
条
）
の
よ
う
な
、
諸
国
か
ら
の
報
告
記
事
の
「
言
」
と
共
通

す
る
用
語
と
み
て
も
差
し
支
え
な
い
。
こ
れ
ら
諸
国
は
中
央
政
府
に
所
属
し



「
言
」
上
・
上
申
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
諸
国
と
同
じ
位
置
に
潮
海

国
王
を
置
こ
う
と
す
る
日
本
側
の
認
識
が
、
こ
の
「
言
」
の
用
語
に
表
わ
さ

れ
て
い
る
。

　
「
言
」
を
上
表
文
形
式
の
用
語
と
み
て
も
、
上
申
報
告
文
の
用
語
と
み
て

も
、
「
（
潮
海
国
王
）
言
」
形
式
に
よ
る
記
事
化
は
、
潮
海
が
日
本
に
所
属
し

日
本
よ
り
下
位
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
図
的
に
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
形
式
に
よ
っ
て
潮
海
使
が
使
の
旨
を
「
奏
」
し
た
と
の
記
事
化
か
行

な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
使
者
が
「
奏
」
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
に
つ
い
て
、
次
に
検
討
す
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
Ｇ
の
場
合
を
み
る
と
、
Ｇ
Ｉ
が
「
貢
方
物
」
記
事

の
み
で
「
奏
曰
」
記
事
を
欠
い
て
お
り
、
こ
れ
は
こ
の
時
の
潮
海
国
王
か
ら

の
国
際
文
書
が
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
も
し
潮
海
使
の

「
奏
」
が
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
と
は
相
対
的
に
独
自
に
行
な
わ
れ
る

も
の
な
ら
、
Ｇ
Ｉ
に
も
「
奏
日
」
記
事
が
付
属
し
た
は
ず
で
あ
る
が
そ
う

な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
潮
海
使
の
「
奏
」
は
実
際
に

は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
奏
日
」
の
内

容
は
、
潮
海
か
ら
の
国
際
文
書
の
内
容
を
、
日
本
側
が
適
宜
に
記
事
化
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
Ｈ
２
の
潮
海
使
の
「
奏
」
を
み
る
と
、
こ
の
沿
海
使
は
「
聖
皇
新
臨
天
下
。

不
勝
歓
慶
」
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
の
み
が
み
え
る
。
こ
の
潮
海
使
の

来
国
記
事
の
Ｈ
Ｉ
に
「
賀
我
即
位
。
井
赴
彼
国
王
妃
之
喪
」
と
あ
る
よ
う
に
、

日
本
国
王
の
即
位
の
慶
賀
と
潮
海
王
妃
の
告
喪
の
ふ
た
つ
の
目
的
で
派
遣
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
潮
海
使
の
帰
国
に
際
し
て
の
日
本
国
王
か
ら

の
国
際
文
書
（
宝
亀
八
年
五
月
二
三
日
条
）
に
も
、
潮
海
使
の
「
来
賀
践
祚
」

に
つ
い
て
と
「
弔
彼
国
王
后
喪
」
に
つ
い
て
の
ふ
た
つ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
潮
海
使
が
も
た
ら
し
た
潮
海
国
王
の
国
際
文
書
が
二
通
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ふ
た
つ
の
事
項
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
使
者
が
実
際
に
「
奏
」
し
た
と
す
れ
ば
、
必
ず
ふ
た
つ
に

つ
い
て
「
奏
」
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
Ｈ
２
の
よ
う
に
片
方
の
事

項
の
み
の
「
奏
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
実
際
に
行
な
わ
れ
た
「
奏
」
の
記

録
を
記
事
化
す
る
段
階
で
他
方
を
省
略
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
潮
海
使
が

実
際
に
「
奏
」
す
る
こ
と
自
体
が
な
か
っ
た
結
果
と
推
定
さ
れ
る
。

　
Ｅ
の
潮
海
使
の
場
合
を
み
る
と
、
そ
の
来
国
記
事
の
Ｅ
Ｉ
に
は
潮
海
の

「
中
台
牒
」
が
引
用
さ
れ
、
日
本
の
派
遣
し
た
「
迎
藤
原
河
清
使
」
を
潮
海

が
二
分
し
て
、
一
方
を
潮
海
か
ら
の
使
者
を
そ
え
て
唐
へ
派
遣
し
、
一
方
は

潮
海
か
ら
の
事
情
説
明
の
使
者
を
そ
え
て
日
本
に
送
還
す
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
潮
海
の
「
中
台
牒
」
は
、
「
大
唐
禄
山
」
・
「
思
明
」
の
人
名

表
記
法
や
、
二
組
の
潮
海
使
を
と
も
に
「
此
使
」
と
の
み
書
い
て
官
名
姓
名

を
省
略
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
原
文
そ
の
ま
ま
の
引
用
で
は
な
い
。
た

だ
し
こ
の
「
中
台
牒
」
に
は
、
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
迎
藤
原
河
清
使
に
対

す
る
潮
海
の
処
遇
や
、
日
本
へ
の
潮
海
使
派
遣
の
目
的
が
比
較
的
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｅ
２
の
潮
海
使
の
「
奏
」
は
「
国
王
大
欽
茂
言
」
と
「
（
某
）
言
」
形
式

に
よ
り
、
「
為
献
日
本
朝
遣
唐
大
使
特
進
兼
秘
書
監
藤
原
朝
臣
河
清
上
表
井

恒
貢
物
」
と
派
遣
の
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
潮
海
使
は
Ｅ
Ｉ
の
「
中

台
牒
」
に
日
本
に
事
情
を
「
通
報
委
曲
」
さ
せ
る
目
的
で
派
遣
す
る
旨
が
記

奥　　　田　　　　尚 02）
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さ
れ
て
お
り
、
Ｅ
２
の
「
奏
」
の
場
面
こ
そ
「
通
報
委
曲
」
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
。
し
か
る
に
「
奏
」
の
場
で
事
情
が
「
通
報
委
曲
」
さ
れ
た
様
子
が
う

か
が
え
な
い
こ
と
は
、
Ｅ
２
の
記
事
に
み
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
「
中
台

牒
」
が
上
述
の
ご
と
く
比
較
的
詳
細
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
使
者
の
派
遣

目
的
ま
で
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
中
台
牒
」
以
外
に
別
に
国
王

啓
な
ど
の
類
の
国
際
文
書
が
あ
っ
た
可
能
性
は
少
な
い
。
ま
た
既
述
の
ご
と

く
Ｅ
の
潮
海
使
に
は
日
本
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
は
潮
海
国
王
か
ら
日
本
国
王
へ
の
国
際
文
書
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
推
定
さ
せ
た
。
こ
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
Ｅ
２
の
「
国
王
大

欽
茂
言
」
の
「
奏
」
は
裏
付
け
と
な
る
潮
海
国
王
文
書
が
な
い
こ
と
と
な
る
。

潮
海
使
の
「
奏
」
は
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
と
い
う
根
拠
も
な
い
の
に
、

「
潮
海
国
王
言
」
と
い
う
形
で
記
事
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
に
基
づ
く
根
拠
も
な
く
使
者
の
「
奏
」
が
行
な
わ

れ
た
と
す
れ
ば
、
「
奏
」
は
実
際
に
行
な
わ
れ
た
と
し
て
も
、
実
質
的
な
意

味
を
持
だ
な
い
形
式
的
な
儀
式
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
形
式
的
な
儀
式

で
あ
れ
ば
、
あ
た
か
も
そ
こ
で
使
者
が
「
奏
」
し
た
か
の
よ
う
に
記
事
化
さ

れ
て
い
る
「
奏
日
」
以
下
の
記
事
は
、
日
本
側
の
手
に
よ
っ
て
造
作
さ
れ
た

に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
Ｅ
Ｉ
の
「
中
台
牒
」
に
は
、
Ｅ
２
に
み
え

る
「
藤
原
朝
臣
河
清
上
表
文
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
Ｅ

Ｉ
が
上
述
の
ご
と
く
「
中
台
牒
」
の
原
文
の
ま
ま
の
引
用
記
事
で
は
な
い
た

め
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
潮
海
使
の
「
奏
」
は
、
実
際
に
行
な
わ
れ
た
儀
式
で
は
な

い
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
可
能
性
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
逆
に

潮
海
使
の
「
奏
」
が
実
行
さ
れ
て
い
た
と
想
定
し
て
、
さ
ら
に
考
え
て
お
き

た
い
。
「
奏
悟
」
・
「
奏
曰
」
と
い
う
書
式
は
、
口
頭
に
よ
る
と
も
文
書
を
読

み
上
げ
た
と
も
解
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
考
え
て
み
よ
う
。

　
潮
海
使
が
口
頭
で
奏
し
た
と
す
れ
ば
、
潮
海
語
で
奏
し
た
と
理
解
す
る
の

が
一
般
的
で
あ
り
（
潮
海
使
に
通
訳
が
伴
う
こ
と
は
宝
亀
一
〇
年
一
一
月
一
〇
日

条
な
ど
に
み
え
る
）
、
翻
訳
さ
れ
た
日
本
語
を
日
本
側
の
記
録
者
が
記
録
に
と

ど
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
記
録
者
つ
ま
り
日
本
側
の
主
観
に
よ
っ

て
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
潮
海
使
が
文
書
を
作
成
し
そ
れ
を
読
み

上
げ
る
形
式
と
推
測
し
た
場
合
は
、
潮
海
使
は
自
由
意
志
で
文
書
を
作
成
す

る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
文
書
自
体
が
日
本
側
の
意
向
を
強
く
受
け
た
も
の
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
を
考
え
て
も
、
潮
海
使
の
「
奏
」
の

内
容
に
つ
い
て
の
記
事
は
日
本
側
の
主
観
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、

潮
海
使
の
「
奏
」
が
実
際
に
行
な
わ
れ
た
と
仮
定
し
て
も
、
潮
海
の
主
体
的

な
「
奏
」
が
忠
実
に
記
録
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｈ
の
諸
記
事
で
は
、
潮
海
か
ら
の
国
際
文
書
を

引
用
形
式
で
記
事
化
す
る
代
わ
り
に
、
潮
海
使
の
「
奏
」
と
い
う
形
で
「
潮

海
国
王
言
」
な
ど
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
、
潮
海
使
の
来
国
目
的
を
記
事
化

し
た
。
そ
の
記
事
化
に
あ
た
っ
て
は
日
本
側
の
論
理
が
優
先
さ
れ
お
り
、
必

ず
し
も
潮
海
側
か
意
図
し
た
派
遣
目
的
と
は
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　
か
か
る
形
式
に
よ
る
最
初
の
記
事
は
、
Ｄ
で
は
な
く
Ｃ
の
『
続
紀
』
巻
一

九
の
記
事
で
あ
る
。
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
形
式
が
日
本
側
か
ら
の

要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
上
表
」
形
式
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
国
際
文
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書
の
引
用
に
よ
る
記
事
化
か
で
き
な
か
っ
た
。
「
上
表
」
な
ら
ざ
る
国
際
文

書
の
提
出
、
し
た
が
っ
て
日
本
側
か
ら
い
え
ば
そ
の
受
容
も
記
事
化
で
き
ず
、

そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
使
者
の
「
奏
」
を
記
事
化
し
た
。
そ
の
記
事
化

に
あ
た
っ
て
は
「
潮
海
国
王
言
」
な
ど
の
上
表
文
形
式
あ
る
い
は
上
中
文
書

形
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書

が
そ
の
よ
う
な
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
か
の
ご
と
く
記
事
化
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
「
語
関
声
教
」
・
「
理
飯
勧
懲
」
・
「
以
備
故
実
」
の

『
続
紀
』
編
纂
の
基
準
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も

な
い
。

　
　
　
　
五
　
巻
三
五
か
ら
四
〇
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
）
に
つ
い
て

　
前
の
グ
ル
ー
プ
の
Ｄ
・
Ｅ
２
・
Ｈ
２
は
、
「
貢
方
物
。
奏
曰
」
の
形
式
で

統
一
さ
れ
て
お
り
、
異
例
記
事
の
Ｇ
Ｉ
の
場
合
で
さ
え
「
貢
方
物
」
の
用
字

で
は
一
致
す
る
。
１
１
が
「
献
方
物
。
奏
曰
」
と
用
字
が
異
な
っ
て
い
る
の

は
、
『
続
紀
』
編
纂
に
よ
る
区
分
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

　
Ｉ
が
異
例
な
の
は
そ
の
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
例

外
の
Ｇ
を
除
い
て
「
貢
方
物
。
奏
日
」
と
同
日
条
に
、
潮
海
使
の
「
奏
」
に

対
応
す
る
形
で
Ｄ
「
詔
目
」
・
Ｅ
２
「
詔
曰
」
・
Ｈ
２
「
詔
日
」
と
、
日
本
側

の
「
詔
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｉ
に
は
こ
の
「
詔
」
が
付
属
し
な
い
。
こ

れ
も
や
は
り
、
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
相
違
の
た
め
と
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
中
野
高
行
は
、
Ｄ
・
Ｅ
２
・
Ｈ
２
な
ど
の

「
詔
」
を
「
対
蕃
使
詔
」
と
よ
び
検
討
を
加
え
て
い
る
。
中
野
は
「
対
蕃
使

詔
」
は
、
蕃
使
の
言
上
や
奏
上
に
対
し
て
そ
の
場
で
出
さ
れ
る
か
ら
、
文
書

を
下
賜
し
た
も
の
で
は
な
く
、
口
頭
に
よ
る
と
い
う
。

　
中
野
の
こ
の
理
解
の
背
後
に
は
九
世
紀
の
豊
楽
殿
で
の
潮
海
使
に
対
す
る

一
月
七
日
の
儀
式
の
理
解
が
あ
る
が
、
一
月
七
日
の
儀
式
は
１
２
に
み
え
る

ご
と
く
「
加
授
位
階
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
野
の
引
用
す
る
『
内
裏

式
』
・
『
内
裏
儀
式
』
・
『
儀
式
』
の
い
ず
れ
に
も
、
そ
の
際
に
宣
せ
ら
れ
る
宣

命
中
に
「
冠
位
上
賜
」
と
あ
り
、
位
階
授
与
に
関
す
る
儀
式
で
あ
る
こ
と
は

確
認
で
き
る
。
位
階
授
与
の
儀
式
を
も
っ
て
、
「
対
蕃
使
詔
」
の
す
べ
て
を

律
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
口
頭
で
あ
る
か
文
書
で
あ
る
か
は
、

本
稿
で
は
こ
れ
以
上
論
及
し
な
い
。
本
稿
に
と
っ
て
は
、
口
頭
で
あ
る
か
文

書
で
あ
る
か
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
問
題
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
中
野
は
別
稿
で
、
「
対
蕃
使
詔
」
と
「
慰
労
詔
書
」
（
日
本
国
王
か
ら
外
国
王

へ
の
国
際
文
書
）
　
の
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。
中
野
の
分
析
の
対
象
に
は
、

Ｄ
・
Ｈ
２
が
含
ま
れ
て
い
る
。
中
野
は
「
慰
労
詔
書
」
は
「
対
蕃
使
詔
」
の

内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
成
文
化
し
て
い
る
と
い
う
。
本
稿
で
は
日
本
か
ら
潮

海
へ
の
国
際
文
書
は
分
析
の
対
象
外
で
あ
る
の
で
、
詳
し
い
検
討
は
省
略
す

る
が
、
中
野
の
こ
の
結
論
を
支
持
し
て
お
き
た
い
。

　
潮
海
使
へ
の
「
詔
」
の
内
容
と
日
本
国
王
か
ら
潮
海
へ
の
国
際
文
書
の
内

容
の
関
係
を
中
野
の
よ
う
に
結
論
で
き
る
と
す
れ
ば
、
潮
海
使
へ
の
「
詔
」

は
口
頭
で
あ
れ
文
書
で
あ
れ
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
出
さ
れ
る
よ
う
な
単
純
な

性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
後
日
に
潮
海
に
伝
達
さ
れ
る
日
本
国
王
か
ら
潮
海

国
王
へ
の
国
際
文
書
、
つ
ま
り
日
本
の
国
家
意
志
と
一
致
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
『
続
紀
』
は
潮
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海
使
の
「
奏
」
に
対
し
、
即
刻
に
日
本
側
が
答
え
る
形
で
「
詔
」
を
記
事
化

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
日
に
決
定
し
た
日
本
か
ら
潮
海
へ
の
国
際
文
書
の

内
容
（
日
本
の
国
家
意
志
）
を
、
『
続
紀
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
「
詔
」
と
し
て

潮
海
使
の
「
奏
」
の
条
に
付
し
た
も
の
と
み
ざ
る
を
え
な
い
。

　
本
稿
の
対
象
外
な
の
で
深
い
論
及
は
避
け
る
が
、
日
本
国
王
か
ら
の
ア
な

ど
に
類
す
る
潮
海
国
王
へ
の
国
際
文
書
（
中
野
の
い
う
「
慰
労
詔
書
」
）
が
潮

海
国
王
に
与
え
ら
れ
た
記
事
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
『
続
紀
』
の
限
り

で
は
七
例
が
あ
る
（
う
ち
Ｃ
と
Ｉ
に
関
す
る
二
例
は
内
容
不
明
）
。
そ
の
う
ち
で

日
本
国
王
か
ら
潮
海
国
王
へ
の
国
際
文
書
の
作
成
時
点
を
う
か
が
わ
せ
る
例

は
、
Ｇ
に
求
め
ら
れ
る
。

　
Ｇ
の
場
合
の
「
潮
海
王
表
無
礼
」
は
、
潮
海
使
の
「
貢
方
物
」
と
同
時
の

「
沿
海
王
表
」
の
提
出
（
つ
ま
り
は
潮
海
使
の
「
奏
」
）
の
時
点
の
直
後
に
判
明

す
る
は
ず
で
あ
る
。
潮
海
使
の
「
奏
」
に
対
す
る
日
本
側
の
即
座
の
対
応
が

「
詔
」
（
「
対
蕃
使
詔
」
）
で
あ
れ
ば
、
Ｇ
Ｉ
に
は
「
貢
方
物
」
と
「
奏
」
が
記

録
さ
れ
、
同
日
条
に
「
詔
」
と
し
て
「
潮
海
国
王
表
無
礼
」
が
記
さ
れ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
Ｇ
Ｉ
が
「
貢
方
物
」
の
み
を
記
し
他
に
は
何
も
記
さ
な
い

の
は
、
既
述
の
よ
う
に
潮
海
使
の
「
奏
」
は
実
際
に
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い

可
能
性
の
高
い
こ
と
と
、
口
頭
に
せ
よ
文
書
に
せ
よ
「
詔
」
に
類
す
る
も
の

が
、
そ
の
場
で
即
座
に
潮
海
使
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
つ
ま
り
Ｇ
の
場
合
に
「
潮
海
王
表
無
礼
」
と
日
本
側
が
判
断
し

た
時
点
は
、
そ
れ
を
潮
海
使
に
告
げ
た
一
月
一
六
日
の
「
先
是
」
で
は
あ
る

が
、
少
な
く
と
も
「
貢
方
物
」
と
同
日
の
一
月
三
日
で
は
な
い
。

　
こ
れ
を
傍
証
す
る
の
は
Ｉ
の
場
合
で
あ
り
、
Ｉ
Ｉ
の
「
献
方
物
。
奏
曰
」

の
記
事
に
は
日
本
側
の
「
詔
」
が
付
属
し
な
い
。
こ
れ
と
対
応
す
る
よ
う
に
、

こ
の
回
の
潮
海
使
に
付
さ
れ
た
日
本
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
は
、
宝
亀
一
〇

年
二
月
二
日
条
に
「
潮
海
使
還
国
。
賜
其
王
璽
書
。
井
附
信
物
」
と
の
み
記

さ
れ
て
お
り
、
「
璽
書
」
の
内
容
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
逆
に
考

え
れ
ば
、
「
璽
書
」
の
内
容
が
不
明
の
場
合
に
は
、
「
奏
」
に
対
す
る
「
詔
」

記
事
が
作
製
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
。
Ｉ
の
属
す
る
巻
三
五
か
ら

四
〇
の
グ
ル
ー
プ
は
撰
上
の
上
表
文
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
稿
本
的
性
格
が

あ
る
と
の
べ
た
が
、
こ
れ
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
一
層
、
「
奏
曰
」
に
続
け
て

記
さ
れ
る
日
本
側
の
「
詔
」
が
後
か
ら
記
事
化
さ
れ
た
傍
証
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
な
お
１
２
に
は
日
本
側
の
「
詔
」
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
潮
海
使
に
対
す

る
位
階
加
授
と
賜
禄
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｈ
の
「
詔
」
（
中

野
の
い
う
「
対
蕃
使
詔
」
）
と
は
、
性
格
を
異
に
す
る
。
１
２
は
潮
海
国
王
か

ら
の
国
際
文
書
が
日
本
側
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
事
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
に
対
す
る
、

日
本
側
の
国
家
意
志
の
決
定
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
潮
海
使
の
「
奏
曰
」
記
事
に
付
属
す
る
日
本
側
の
「
詔
」

記
事
は
、
実
際
に
即
日
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
記
事
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。

後
に
日
本
国
王
か
ら
潮
海
国
王
へ
出
さ
れ
る
国
際
文
書
の
内
容
が
決
定
し
た

段
階
で
、
そ
の
大
要
を
あ
た
か
も
潮
海
使
の
「
奏
」
の
同
日
に
返
答
し
た
か

の
ご
と
く
記
事
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
記
事
化
も
、
『
続
紀
』
の
編

纂
基
準
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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ま
と
め
に
か
え
て

　
『
続
紀
』
に
記
載
さ
れ
た
限
り
で
は
正
規
の
潮
海
使
は
、
Ｆ
を
検
討
の
対

象
外
と
す
れ
ば
、
Ｅ
の
一
例
を
除
い
て
他
の
七
例
の
す
べ
て
が
潮
海
国
王
か

ら
日
本
国
王
へ
の
国
際
文
書
を
持
参
し
た
。
Ｅ
の
場
合
も
潮
海
の
中
台
牒
を

持
参
し
て
お
り
、
例
外
な
く
潮
海
か
ら
の
国
際
文
書
を
持
参
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
国
際
文
書
の
う
ち
で
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
が
引
用
形
式
で
記
事

化
さ
れ
た
の
は
、
武
王
の
第
一
回
の
も
の
（
Ａ
）
と
文
王
の
第
一
回
の
も
の

（
Ｂ
）
　
で
あ
っ
た
。
潮
海
中
台
牒
も
ま
た
引
用
形
式
で
記
事
化
さ
れ
た
（
Ｅ

Ｉ
）
。

　
Ｅ
を
含
む
八
例
の
う
ち
、
Ａ
・
Ｂ
の
二
例
は
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書

の
正
式
な
日
本
側
へ
の
提
出
を
記
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
日
本
側
の
正
式

な
受
容
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
残
る
六
例
の
う
ち
、
日
本
側
が
潮
海

国
王
か
ら
の
国
際
文
書
の
受
容
を
「
無
礼
」
と
し
て
拒
絶
し
た
Ｇ
以
外
は
、

五
例
す
べ
て
に
「
奏
曰
」
記
事
（
「
奏
傅
」
を
含
む
）
が
付
属
す
る
。
「
奏
曰
」

記
事
は
、
潮
海
か
ら
の
国
際
文
書
の
正
式
の
提
出
（
し
た
が
っ
て
そ
れ
の
日
本

側
の
正
式
な
受
容
）
を
示
す
記
事
の
代
替
記
事
で
あ
っ
た
。

　
潮
海
使
の
「
奏
」
は
実
際
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、

逆
に
行
な
わ
れ
た
と
仮
定
し
て
も
「
奏
曰
」
記
事
の
内
容
は
多
分
に
日
本
側

の
主
観
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
潮
海
の
主
体
的
な
使
者
派
遣
の
目
的
と
必
ず

し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
奏
曰
」
記
事
の
あ
る
五
例
を
、
『
続
紀
』
の
編
纂
区
分
に
よ
り
分
類
す
れ

ば
、
Ｃ
／
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｈ
／
Ｉ
と
な
る
。
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｈ
に
は
「
奏
曰
」
記
事
に

連
続
し
て
日
本
側
の
「
詔
」
記
事
か
お
る
が
、
Ｃ
と
Ｉ
に
は
「
詔
」
記
事
が

付
属
し
な
い
。
つ
ま
り
「
奏
」
に
対
す
る
「
詔
」
記
事
は
、
巻
二
Ｉ
か
ら
三

四
の
区
分
に
の
み
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｉ
の
場
合
に
は
「
詔
」
記
事
が

作
製
で
き
な
い
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
Ｃ
の
場
合
に

「
詔
」
記
事
が
な
い
の
は
、
編
纂
区
分
が
相
違
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
こ
れ

も
「
詔
」
が
実
際
に
は
な
か
っ
た
こ
と
の
例
証
で
あ
る
。
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｈ
に

「
奏
曰
」
記
事
に
「
詔
」
記
事
が
連
続
す
る
こ
と
は
、
『
続
紀
』
が
そ
の
よ
う

に
記
事
化
し
た
に
す
ぎ
ず
、
史
実
で
は
な
い
。

　
ま
た
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
を
持
参
し
た
七
例
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
そ
れ
に
対
応
す
る
日
本
国
王
か
ら
沿
海
国
王
へ
の
国
際
文
書
の
存
在
が
確

認
で
き
る
。

　
『
続
紀
』
の
や
や
微
視
的
な
史
料
批
判
に
よ
り
判
明
し
た
以
上
の
こ
と
を
、

日
本
国
内
に
お
け
る
潮
海
と
の
国
際
交
渉
の
文
脈
に
即
し
て
述
べ
て
お
き
た

い
。

　
日
本
側
は
ア
に
示
し
た
史
料
の
よ
う
に
、
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
に

上
表
文
形
式
を
要
求
し
た
。
し
か
し
そ
の
要
求
に
は
潮
海
側
は
従
わ
な
か
っ

た
が
、
Ｇ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
「
無
礼
」
な
形
式
で
な
け
れ
ば
、
潮
海
国
王

か
ら
の
国
際
文
書
は
受
容
し
、
そ
れ
に
対
す
る
日
本
国
王
か
ら
の
返
書
的
な

国
際
文
書
が
出
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
上
表
文
形
式
の
国
際
文
書
を
要

求
し
た
点
に
は
、
日
本
支
配
者
層
の
「
東
亜
の
小
帝
国
」
意
識
は
う
か
が
え

る
も
の
の
、
実
際
の
場
面
で
は
そ
れ
が
貫
徹
さ
れ
な
く
と
も
断
交
を
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
支
配
者
層
に
は
よ
り
現
実
的
な
国
際
感
覚
が
あ
っ
た
。

387-



『続日本紀』の湯海国王からの国際文書の周辺記事( 37 ）

　
む
し
ろ
「
東
亜
の
小
帝
国
」
意
識
は
『
続
紀
』
編
者
に
強
く
働
い
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
く
記
事
化
か
行
な
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
上
表
文
形
式
で
な

い
国
際
文
書
の
正
式
の
受
容
の
ほ
と
ん
ど
を
記
事
化
し
て
い
な
い
こ
と
や
、

後
日
に
決
定
さ
れ
た
日
本
の
国
家
意
志
を
、
あ
た
か
も
潮
海
使
か
ら
の
国
際

文
書
の
提
出
の
即
日
に
応
答
し
た
か
の
ご
と
き
記
事
化
か
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　
な
お
最
後
に
次
の
点
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　
潮
海
国
王
か
ら
の
国
際
文
書
Ａ
に
は
「
武
芸
当
列
国
。
濫
惣
諸
蕃
」
と
あ

り
、
Ｂ
に
は
「
（
欽
茂
）
濫
惣
如
始
」
と
あ
っ
て
、
潮
海
国
王
も
ま
た
中
国

に
朝
貢
し
な
が
ら
周
辺
国
を
隷
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
国
際
意
識
を
持
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
「
東
亜
の
小
帝
国
」
を
目
指
し
て
い
る
。

　
新
羅
国
王
は
例
え
ば
『
三
国
史
記
』
景
徳
王
元
年
（
七
四
二
）
　
｝
○
月
条

に
、
「
日
本
国
使
至
。
不
納
」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
か
ら
の
使
者
の
納
・

不
納
を
決
定
し
た
。
つ
ま
り
日
本
を
自
国
に
使
者
を
派
遣
す
べ
き
国
と
み
な

し
て
お
り
、
周
辺
国
を
隷
属
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
一
方
で
は
中
国

に
朝
貢
し
て
お
り
、
新
羅
国
王
も
ま
た
「
東
亜
の
小
帝
国
」
を
目
指
し
た
。

　
石
母
田
の
い
う
「
東
亜
の
小
帝
国
」
意
識
は
、
日
本
の
支
配
者
に
固
有
の

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
日
本
に
固
有
の
も
の
と
し
て
、
当
時
の
国
際
関
係

を
分
析
す
る
方
法
論
は
、
悪
し
き
日
本
特
殊
論
に
す
ぎ
ず
、
充
分
の
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

　
　
　
注

（
Ｉ
）
　
石
母
田
正
「
日
本
古
代
に
お
け
る
国
際
意
識
に
つ
い
て
」
（
同
『
日
本
古
代

　
　
　
国
家
論
・
第
一
部
』
　
一
九
七
三
年
・
岩
波
書
店
／
原
論
文
は
一
九
六
二
年
）
。

　
　
　
引
用
部
分
は
同
書
ご
二
九
頁
。

（
２
）
　
石
母
田
正
「
天
皇
と
諸
蕃
」
（
『
前
掲
書
』
／
原
論
文
は
一
九
六
二
年
）

（
３
）
　
鈴
木
靖
民
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
対
外
意
識
」
（
同
『
古
代
対
外
関
係
史
の

　
　
　
研
究
』
　
一
九
八
五
年
・
吉
川
弘
文
館
／
原
論
文
は
一
九
六
九
年
）
引
用
部

　
　
　
分
は
同
書
一
八
〇
頁
。

（
４
）
　
石
井
正
敏
「
初
期
日
潮
交
渉
に
お
け
る
一
問
題
－
新
羅
征
討
計
画
の
中
止

　
　
　
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
（
森
克
己
古
稀
記
念
会
『
対
外
関
係
と
政
治
文

　
　
　
化
・
第
二
　
一
九
七
四
年
・
吉
川
弘
文
館
』

（
５
）
　
坂
本
太
郎
『
六
国
史
』
（
一
九
七
〇
年
・
吉
川
弘
文
館
）

（
６
）
　
坂
本
太
郎
（
５
）

（
７
）
　
鈴
木
靖
民
（
３
）

（
８
）
　
石
井
正
敏
「
第
一
回
潮
海
国
書
に
つ
い
て
」
（
日
本
歴
史
三
二
七
号
・
一
九

　
　
　
七
五
年
）

（
９
）
　
山
田
英
雄
「
日
・
唐
・
羅
・
潮
間
の
国
書
に
つ
い
て
」
（
同
『
日
本
古
代
史

　
　
　
孜
』
岩
波
書
店
・
一
九
八
七
年
／
原
論
文
は
一
九
七
四
年
）

（
1
0
）
　
山
田
英
雄
（
９
）

（
1
1
）
　
中
野
高
行
「
慰
労
詔
書
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
（
古
文
書
研
究
二
三
号
・

　
　
　
一
九
八
四
年
）

（
1
2
）
　
中
野
高
行
「
慰
労
詔
書
と
『
対
蕃
使
詔
』
の
関
孫
に
つ
い
て
」
（
古
文
書
研

　
　
　
究
二
七
号
・
一
九
八
七
年
）

（
1
3
）
　
『
続
紀
』
は
日
本
と
唐
の
間
に
交
換
さ
れ
た
国
際
文
書
を
、
一
通
も
記
事
化

　
　
　
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
も
『
続
紀
』
編
者
の
国
際
意
識
が
投
影
さ
れ
て
い

　
　
　
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
『
東
洋
文
化
学
科
年
報
』
第
六
号
で
扱
っ
た

　
　
　
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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